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(57)【要約】
　本開示は、平面視野照明を提供する光を含む眼科手術
用の照明装置及び照明装置を使用する方法を提供する。
本開示の照明器は、眼内屈折及び硝子体網膜（ｖｉｔｒ
ｏｒｅｔｉｎａｌ）手術において使用することができ、
現在は観察が困難な眼の解剖学的構造の視認性を一層可
能にし、従来の照明装置を使用すると通常は不明瞭にな
る細部を捕捉する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　眼科用照明装置であって、
　ユーザが把持するための寸法及び形状にされた本体と、
　前記本体に結合されており、患者の眼内に配置されるように構成されているカニューレ
と、
　前記カニューレ内に配置された光ファイバであって、立体照明プロファイルを有する光
を伝送するように構成されている、光ファイバと、
前記カニューレ内に配置された光ファイバデバイスであって、平面照明プロファイルを有
する光を伝送するように構成されている、光ファイバデバイスと、
を含む、眼科用照明装置。
【請求項２】
　前記光ファイバデバイスは、光学スリット、ロッドレンズ、又はボールレンズのうちの
１つを含む、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記光ファイバ又は前記光ファイバデバイスのうちの少なくとも１つは前記カニューレ
に対して移動可能である、請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記光ファイバ又は前記光ファイバデバイスのうちの１つに前記患者の前記眼を選択的
に照明させるためのユーザ入カを受け取るように構成された入力デバイスを更に含む、請
求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記光ファイバと前記光ファイバデバイスとに結合されており、前記光ファイバ又は前
記光ファイバデバイスによって前記患者の前記眼を選択的に照明するための光を出力する
ように構成されている光源を更に含む、請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　光源と前記カニューレとの間に配置された光学リレーであって、前記ユーザ入カに応答
して、前記光源による前記光出力を前記光ファイバ又は前記光ファイバデバイスのうちの
１つに選択的に導くように構成されている、光学リレーを更に含む、請求項５に記載の装
置。
【請求項７】
　前記光学リレーは前記本体内に配置されている、請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　前記光ファイバに結合された第１の光源と、
　前記光ファイバデバイスに結合された第２の光源と、
を更に含み、前記第１の光源及び前記第２の光源は、前記ユーザ入カに応答して、前記患
者の前記眼に照明するための光を選択的に出力するように構成されている、
請求項４に記載の装置。
【請求項９】
　前記カニューレ内に配置された第３の光ファイバであって、治療用光源に結合されてお
り、治療用光ビームを前記患者の前記眼に伝送するように構成されている、第３の光ファ
イバを更に含む、請求項１に記載の装置。
【請求項１０】
　前記カニューレ内に配置されており、前記眼前記患者を可視化するように構成されてい
る内視鏡ファイババンドルを更に含む、請求項１に記載の装置。
【請求項１１】
　前記カニューレに結合されており、前記カニューレを選択的に曲げるように構成されて
いるたわみ機構を更に含む、請求項１に記載の装置。
【請求項１２】
　平面照明プロファイルを有する光を伝送するように構成されている光ファイバデバイス
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であって、
　光ファイバデバイスハウジングと、
　前記光ファイバデバイスハウジング内に軸方向に配置された、コアとクラッドとを含む
光ファイバと、
　前記光ファイバデバイスハウジングに結合された光学スリットデバイス、ロッドレンズ
、及びボールレンズのうちの１つ以上と、
を含む、光ファイバデバイス。
【請求項１３】
　前記光ファイバデバイスハウジングの遠位端に結合されている光学エンドキャップ内に
配置された光学スリットを含む光学スリットデバイスを含む、請求項１２に記載の光ファ
イバデバイス。
【請求項１４】
　前記光ファイバに対して垂直に配置されており、前記光ファイバデバイスハウジングの
遠位端に結合されているロッドレンズを含む、請求項１２に記載の光ファイバデバイス。
【請求項１５】
　前記光ファイバデバイスハウジングの遠位端内に配置されたボールレンズと、
　前記光ファイバデバイスハウジングの前記遠位端に結合されている光学エンドキャップ
内に配置された光学スリットを含む光学スリットデバイス、又は前記光ファイバに対して
垂直に配置されており、前記光ファイバデバイスハウジングの遠位端に結合されているロ
ッドレンズと、
を含む、請求項１２に記載の光ファイバデバイス。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、眼科用照明器に関する。特に、本開示は、眼科手術中に平面照明を提供する
ためのデバイス、システム、及び方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　以下の説明では、背景技術を述べる目的及び導入の目的で、特定の物品及び方法につい
て記載する。ここに記載するものはいずれも、従来技術の「承認」であると解釈されるべ
きではない。本出願人は、適宜、本明細書中で参照した物品及び方法が、適用される法規
条項下で従来技術を構成しないことを実証する権利を明示的に保有する。
【０００３】
　眼科顕微手術処置では、患者の眼の様々な体組織の精密な切断及び／又は除去を必要と
する場合がある。例えば、手術処置中、外科医又は他の医療専門家などのユーザは、片手
に照明装置を、自身のもう片手に硝子体切除プローブを把持する場合がある。外科医は照
明装置によって与えられる光を用いて患者の眼を視認しながら硝子体切除プローブを用い
て外科的手技を実施することができる。照明装置は、眼内に挿入されるカニューレと、カ
ニューレの中心キャビティ内に含まれる１つ以上の光ファイバと、を含んでもよい。照明
装置は、通常、眼内の空間体積を照明する広角光を伝送することから、対象の特徴の前後
に散乱する光の寄与により眼の解剖学的構造の細部が見えにくくなる場合がある。
【０００４】
　したがって、外科医が、空間体積ではなくむしろ解剖学的特徴の平面スライス若しくは
領域を照明する平面光ビーム又はレーザシートによって患者の眼を照明することができる
改良されたデバイス、システム、及び方法に対するニーズが依然としてある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　この発明の概要は、以下及び添付の図面に更に記載する各種概念を簡略的な形態で紹介
するために提供するものである。この発明の概要は、請求する対象の主要な又は必須の特
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徴を特定することを意図するものでも、請求する対象の範囲を限定するために使用するこ
とを意図するものでもない。請求する対象の他の特徴、詳細、効用、及び利点は、添付の
図面に示し、添付の特許請求の範囲に定義する態様を含む以下に記載する詳細な説明から
明らかとなるであろう。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本開示は、特に、例えば硝子体切除などの眼科手術処置中に平面光ビームを患者の眼に
一意的に出力することによって未対応の医療ニーズに対処する。照明装置は、カニューレ
内に配置された複数の光ファイバを含んでもよい。カニューレは患者の眼に挿入される。
光ファイバは、異なる照明プロファイルを有する光をそれぞれ伝送するような寸法及び形
状にされ得る。例えば、１つの光ファイバは、手術処置中、外科医に全般的な状況意識を
与えるための広視野立体照明用の光を伝送してもよい。第２の光ファイバデバイスは、平
面視野照明用の光を伝送してもよい。平面視野照明は、外科医が硝子体液など患者の眼内
の解剖学的構造をより良好に視認できるようにしてもよい。例えば、硝子体は元々光学的
に透明な媒体であることから、硝子体切除中、硝子体及びその網膜との相互作用を視認す
ることが困難な場合がある。眼内の平面視野を照明する光ファイバデバイスは、視路内の
単一平面から光を分離することによって硝子体の視認性を高めることができる。このよう
な照明装置によって、外科医は、手術処置中における外科医の視認性のニーズに応じて、
複数の照明プロファイル間、即ち、立体照明又は平面視野照明で切り換えることができる
。
【０００７】
　したがって、いくつかの実施形態では、本開示は、ユーザが把持するための寸法及び形
状にされた本体と、本体に結合されており、患者の眼内に配置されるように構成されてい
るカニューレと、カニューレ内に配置された光ファイバであって、立体照明プロファイル
を有する光を伝送するように構成されている、光ファイバと、カニューレ内に配置された
光ファイバデバイスであって、平面照明プロファイルを有する光を伝送するように構成さ
れている、光ファイバデバイスと、を含む眼科用照明装置を提供する。
【０００８】
　こうしたこれら実施形態のいくつかの態様では、光ファイバデバイスは、光学スリット
、ロッドレンズ、又はボールレンズのうちの１つを含む。別の態様では、光ファイバ又は
光ファイバデバイスのうちの少なくとも１つはカニューレに対して移動可能である。更に
、態様は、付加的に、光ファイバ又は光ファイバデバイスのうちの１つに、患者の眼を選
択的に照明させるためのユーザ入カを受け取るように構成された入力デバイスと、光ファ
イバと光ファイバデバイスとに結合されており、光ファイバ又は光ファイバデバイスによ
って患者の眼を選択的に照明するための光を出力するように構成されている光源と、光源
とカニューレとの間に配置された光学リレーであって、ユーザ入カに応答して、光源によ
る光出力を光ファイバ又は光ファイバデバイスのうちの１つに選択的に導くように構成さ
れている光学リレーと、カニューレ内に配置された第３の光ファイバであって、治療用光
源に結合されており、治療用光ビームを患者の眼に伝送するように構成されている、第３
の光ファイバと、カニューレ内に配置されており、眼患者を可視化するように構成されて
いる内視鏡ファイババンドルと、及び／又はカニューレに結合されており、カニューレを
選択的に曲げるように構成されているたわみ機構と、を含んでもよい。
【０００９】
　本開示に記載される他の実施形態は、光ファイバデバイスハウジングと、光ファイバデ
バイスハウジング内に軸方向に配置された、コアとクラッドとを含む光ファイバと、光フ
ァイバデバイスハウジングに結合された光学スリットデバイス、ロッドレンズ、及びボー
ルレンズのうちの１つ以上と、を含む、光ファイバデバイスを提供する。
【００１０】
　これら実施形態のいくつかの態様は、光ファイバデバイスハウジングの遠位端に結合さ
れている光学エンドキャップ内に配置された光学スリットを含む光学スリットデバイス、
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光ファイバに対して垂直に配置されており、光ファイバデバイスハウジングの遠位端に結
合されたロッドレンズ、及び光ファイバデバイスハウジングの遠位端内に配置されたボー
ルレンズのうちの１つ以上を含む。
【００１１】
　記載される更に別の実施形態は、立体プロファイルを有する光を患者の眼に照明するこ
とであって、立体プロファイルを有する光は、眼内に配置されたカニューレ内に配置され
た光ファイバによって伝送される、ことと、平面プロファイルを有する光を患者の眼に照
明することであって、平面プロファイルを有する光はカニューレ内に配置された光ファイ
バデバイスによって伝送される、ことと、を含む、眼科手術照明の方法を含む。
【００１２】
　これら実施形態の態様は、また、光ファイバと光ファイバデバイスとに結合されている
光源に、光ファイバ又は光ファイバデバイスのうちの１つに光を出力させるユーザ入カを
、入力デバイスにおいて受け取ること、光源とカニューレとの間に配置された、光源によ
る光出力を光ファイバ又は光ファイバデバイスのうちの１つに選択的に導く光学リレー、
及び／又は光ファイバに結合されている第１の光源、又は光ファイバデバイスに結合され
ている第２の光源のうちの１つに、患者の眼を照明するための光を選択的に出力させるユ
ーザ入カを、入力デバイスにおいて受け取ること、を含んでもよい。
【００１３】
　これら及び他の態様並びに使用を詳細な説明において記載する。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】眼科用照明システムの一実施形態の図である。
【図２】眼科用照明システムの一実施形態を示す概略図である。
【図３】眼科用照明システムの一実施形態を示す概略図である。
【図４】眼科用照明システムの一実施形態を示す概略図である。
【図５Ａ－５Ｃ】眼内の立体視野を照明する光ファイバと眼内の平面視野を照明する光フ
ァイバデバイスとの両方を含む照明装置のカニューレの様々な実施形態の図である。
【図６Ａ－６Ｂ】光ファイバを含むカニューレの遠位部が眼内に挿入されている眼の側面
図である。図６Ａは、広視野立体照明を提供する従来技術の光ファイバによる照明を示す
。図６Ｂは、本明細書中に記載される、平面光ビームを放出する光ファイバデバイスによ
る照明を示す。
【図６Ｃ】光学スリットを用いた、平面光ビームを提供する例示的な光ファイバデバイス
を示す。
【図６Ｄ－６Ｅ】ロッドレンズを用いた、平面光ビームを提供する例示的な光ファイバデ
バイスを示す。
【図６Ｆ】光学スリットとボールレンズとの組み合わせを用いた、平面光ビームを提供す
る例示的な光ファイバデバイスを示す。
【図７】照明装置の長手方向断面図の一実施形態の図である。
【図８】照明装置のカニューレの端部断面図の図示の一実施形態である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　図面中、同一名称を有する要素は同一又は類似の機能を有する。当業者であれば、図１
～図８は必ずしも一定の縮尺ではなく、特徴のいくつかは種々の特徴をより明確に示すた
めに誇張されている場合があることは理解するであろう。当業者であれば、図示される構
造は単に例示であり、限定ではないことも理解するであろう。
【００１６】
　眼内の平面視野を照明することができる本光ファイバデバイス及びそのような光ファイ
バデバイスを組み込んだシステムを記載する前に、本開示は、記載される特定の実施形態
に限定されず、したがって、異なってもよいことを理解すべきであろう。本明細書中に使
用される専門用語は、単に特定の態様を説明することを目的とし、本開示の範囲を限定す
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ることを意図するものではないことも理解すべきである。
【００１７】
　本明細書及び添付の特許請求の範囲で使用する場合、単数形「ａ」、「ａｎ」及び「ｔ
ｈｅ」は、別段の明確な指示のない限り、複数形の指示物を含むことに留意されたい。
【００１８】
　別段の定義のない限り、本明細書中で使用されるあらゆる技術的及び科学的用語は、当
業者が一般に理解するものと同一の意味を有する。本明細書中に言及するあらゆる刊行物
は、参考文献に記載されており、本開示に関連して使用される可能性のあるデバイス及び
手法を説明し、開示する目的で、参照により本明細書中に組み込む。
【００１９】
　値の範囲が提供される場合、その範囲の上限と下限との間に介在する各値、及びその指
定範囲内の任意の他の指定値又は介在値は本開示の一実施形態として含まれると理解され
る。指定範囲内の任意の特に除外される限界の対象となる、これらより小範囲の上限及び
下限もまた本開示の一実施形態として含まれる。指定範囲が上限及び下限の両方を含む場
合、これら含まれる限界のいずれかを除いた範囲もまた、本開示の一実施形態として含ま
れる。
【００２０】
　以下の記載では、本開示のより完全な理解を提供するために多くの特定の詳細を記載す
る。しかしながら、当業者であれば、明細書を読むと、本開示をこれら特定の詳細の１つ
以上なしで実施できることは明らかであろう。他の例では、本開示を不明瞭にするのを避
けるために、当業者に周知の特徴及び処置については記載されていない。
【００２１】
　本開示は、患者の眼内の平面視野を選択的に照明するデバイス、システム、及び方法を
記載する。ある実施形態では、２つ以上の光ファイバ、光ファイバデバイス、又はこれら
の組み合わせは、眼科用照明装置のカニューレ内に配置することができる。カニューレは
患者の眼に挿入することができる。光ファイバは、異なる寸法、形状にすることができる
及び／又は異なる視野照明プロファイルを有する光を放出するようにレンズ、光学スリッ
ト、若しくは他の構造を有して構成することができる。外科医は、手術処置中、所望の視
野照明に応じてどの光ファイバ又は光ファイバデバイスが光を放出するかを選択すること
ができる。即ち、外科医は、例えば、眼内の体積の広視野照明、又は眼内の特定平面の集
束照明を選択することができる。更に、いくつかの実施形態では、カニューレは、眼の周
囲など所望の領域を照明することができるようにたわませることができる。加えて、いく
つかの実施形態では、治療用レーザビームを伝送する光ファイバ及び及び／又は内視鏡検
査ファイババンドルもまた照明装置のカニューレ内に配置することができる。
【００２２】
　本開示のデバイス、システム、及び方法は、（１）外科医の術中照明の制御向上（２）
網膜グレアの調整機能による外科医の操作条件の改善、（３）患者の光毒性のリスク低下
、（４）例えば広角立体照明の使用で外科医の状況意識を維持しながら平面視野照明を使
用することによる、外科医の硝子体液などの解剖学的構造の視認性向上、（５）カニュー
レのたわみによる患者の眼内の照明領域の増加、及び（６）照明、治療、及び／又は内視
鏡検査用の複数のファイバを１つの装置に組み込むことによる外科医の作業条件の改善を
含む多くの利点を提供する。
【００２３】
　図１、図２、図３及び図４は、例示的な眼科用照明システム１００を示す。図１は、眼
科用照明システム１００の例示的な図である。図２、図３、及び図４は、眼科用照明シス
テム１００の概略図の様々な例示的実施形態である。眼科用照明システム１００は、本体
１２０とカニューレ１３０とを有する照明装置１１０を含み得る。本体１２０はユーザが
把持するための寸法及び形状にすることができ、カニューレ１３０は直接的又は間接的の
いずれかで本体に結合されている。カニューレ１３０は、患者の眼などの術野内に配置さ
れるように構成されている。この実施形態の照明装置１１０は、カニューレ１３０内に配
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置された光ファイバ１４０と光ファイバデバイス１５０とを含む。光ファイバ１４０は、
立体視野プロファイルを有する光１４２を伝送するように構成することができ、光ファイ
バデバイス１５０は、平面視野プロファイルを有する光１５２を伝送するように構成する
ことができる。光ファイバ１４０及び光ファイバデバイス１５０は、したがって、患者の
眼内の異なる視野を選択的に照明するように構成されている。
【００２４】
　眼科用照明システム１００は、前区処置、後区処置、硝子体網膜処置、硝子体切除処置
、白内障処置、及び／又は他の所望の処置を含む種々の眼科手術処置を実施するために使
用され得る。外科医又は他の医療専門家などのユーザは、照明装置１１０を操作して術野
を照明する。術野は、前区、後区、角膜、水晶体、硝子体眼房、透明膜、血管、網膜、黄
斑、中心窩（ｆｏｖｅａ　ｃｅｎｔｒａａｌｉｓ）、傍中居窩、傍中心窩、視神経乳頭、
眼杯、及び／又は他の生物学的組織を含む、患者の眼の任意の適切な生理機能を含んでも
よい。
【００２５】
　図１及び図７を参照すると、照明装置１１０の本体１２０は照明装置１１０のハンドル
を形成することができる。図７は、照明装置１１０の例示的な長手方向断面側面図を示す
。本体１２０は、手持用途及び／又はユーザによる把持用の寸法及び形状にされ得る。例
えば、本体１２０は、楕円形、多角形、管状、その他の所望の形状及び／又はこれらの組
み合わせを含む任意の適切な形状であり得る。本体１２０は、熱可塑性プラスチック又は
金属などの任意の適切な材料製とすることができ、例えば、射出成形又は機械加工を含む
任意の方法によって形成することができる。更に、いくつかの実施形態では、本体１２０
の少なくとも一部分は、把持を向上させるために、刻み目を付けても、パターンを付けて
も、及び／又はそうでなければざらつきのある手触りにしてもよい。本体１２０は、共に
接合された２つ以上のセクションで形成されていてもよく、１つ、２つ、３つ、又は３つ
より多いコントロール８１０、８１２を含むことができる。コントロール８１０、８１２
は、ボタン、スライダ、トグル、ホイール、他の適切な作動可能な構成要素及び／又はこ
れらの組み合わせとすることができ、本明細書中に記載される照明装置１１０の種々の機
能を制御するために使用される。この点に関して、本明細書中に更に記載されるように、
コントロール８１０、８１２は入力デバイス１８０とすることができる。
【００２６】
　図１、図５Ａ、図５Ｂ、図５Ｃ、図７、及び図８を参照すると、照明装置１１０のカニ
ューレ１３０は本体１２０から延びることができる。図５Ａ、図５Ｂ、及び図５Ｃは、カ
ニューレ１３０の例示的な側部断面図を示す。図８は、図７の断面線９－９に沿って取ら
れたカニューレ１３０の例示的な端部断面図である。カニューレ１３０は、ルーメン１３
２と、遠位部１３６と、近位部１３７と、を含み得る。この実施形態では、カニューレ１
３０は近位部１３７において本体１２０に直接結合されている。遠位部１３６を含むカニ
ューレ１３０は、硝子体眼房など眼の内部空間に挿入するための寸法及び形状にされ得る
。カニューレ１３０は、医療グレードの管；チタン、ステンレス鋼などの金属；又は適切
なポリマーを含む任意の適切な材料であり得る。カニューレ１３０は、１６～２７ゲージ
管を含む任意の所望の寸法並びに／又はより大きな寸法及びより小さな寸法の両方である
他の適切な寸法であり得る。カニューレ１３０は、内径１３４及び長さ１３５を有し得る
。内径１３４は、約４００ミクロン～約６００ミクロン、約４００ミクロン～約５５０ミ
クロン、約４００ミクロン～約５００ミクロン、並びに／又はより大きな寸法及びより小
さな寸法の両方である他の適切な寸法であり得る。カニューレ１３０の長さ１３５は、約
２０ｍｍ～約５０ｍｍ、約２０ｍｍ～約４０ｍｍ並びに／又はより大きな寸法及びより小
さな寸法の両方である他の適切な寸法であり得る。カニューレ１３０は、多角形、楕円形
、他の適切な形状及び／又はこれらの組み合わせの形状の断面を有し得る。例えば、カニ
ューレ１３０は円形断面を有するように円筒形状であり得る。
【００２７】
　照明装置１１０、本体１２０及び／又はカニューレ１３０のいずれも、使い捨てであり
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得る又は単回使用用に構成され得る。あるいは、照明装置１１０、本体１２０及び／又は
カニューレ１３０のいずれも、滅菌可能であり、複数回の使用用に構成され得る。例えば
、照明装置１１０、本体１２０及び／又はカニューレ１３０は、加圧滅菌に耐え得る及び
／又はそうでなければ滅菌可能である。
【００２８】
　２つ以上の光ファイバ又は光ファイバデバイスがカニューレ１３０のルーメン１３２内
に配置され得る。図の例示的実施形態は、カニューレ内に配置された１つの光ファイバ及
び１つの光ファイバデバイスを示すが、３つ、４つ、又は４つより多い、を含む任意の適
切な数の光ファイバ及び光ファイバデバイスを照明デバイスに実装してもよい。光ファイ
バ１４０及び光ファイバデバイス１５０は、コア、クラッド、及びコーティング、及び／
又は他の層を含んでもよい。光ファイバのコアは、その中を光が伝播するガラス、プラス
チック、シリカ、及び／又は他の好適な材料の円筒であり得る。クラッドは、コアを囲み
、コア内に光を閉じ込めることができる。クラッドは、コアの屈折率よりも低い屈折率を
有する誘電体材料を含み得る。コーティングはクラッドを囲み、光ファイバを物理的ダメ
ージから保護することができる。図８に示されるように、光ファイバ１４０は直径１４８
を有することができ、光ファイバデバイス１５０は直径１５８を有することができる。直
径１４８及び／又は直径１５８は、３０ミクロン、４０ミクロン、４５ミクロン、７５ミ
クロン、並びに／又はより大きい値及びより小さい値の両方である他の適切な値などの値
を含む、約２５ミクロン～約３００ミクロン、約３５ミクロン～２００ミクロン、約５０
ミクロン～約１００ミクロンであり得る。
【００２９】
　図１、図５Ａ、図５Ｂ及び図５Ｃに示されるように、光ファイバ１４０は術野に光１４
２を放出することができ、光ファイバデバイス１５０は術野に光１５２を放出することが
できる。例えば、入力デバイス１８０（図２～図４に示される）は、光ファイバ１４０及
び／又は光ファイバデバイス１５０に患者の眼を選択的に照明させるためのユーザ入カを
受信する。光１４２の視野照明プロファイルと光１５２の視野照明プロファイルは異なり
、ユーザに視認性の向上を提供する。例えば、光１４２は広視野立体照明を提供すること
ができる。広視野照明は、種々の外科的手技を実施する間、術野内におけるユーザの状況
意識を容易にすることができる。その一方で、光１５２は平面視野照明を提供する。平面
視野照明は視路内の単一平面から散乱光を分離してもよい。そのような平面視野照明は、
ユーザが広視野立体照明では明瞭には見えないことのある眼内の解剖学的構造を見ること
を可能にできる。例えば、患者の眼の後区を満たす透明なゼリーである硝子体液は、平面
視野照明を使用するとより明瞭に視認可能である。ユーザは、例えば、硝子体切除処置中
に硝子体液を見るために平面視野照明を選択的に利用することができる。光ファイバ１４
０又は光ファイバデバイス１５０のうちのどちらが光を伝送するかを制御することにより
、ユーザは、実施されている手術タスクに基づき広視野立体照明と平面視野照明との間で
切り換えることができる。
【００３０】
　図６Ａ及び図６Ｂは、カニューレの遠位部が、眼内に挿入された光ファイバから光を供
給している、眼６００の側面図を示す。両図は、切開６５０（切開６５０を通じてカニュ
ーレ（図６Ａの参照番号６０６及び図６Ｂの参照番号６０７）が挿入される）、網膜６５
２、網膜血管６５８、硝子体６５６、角膜６５４、及び虹彩６５９を示す。図６Ａは、広
視野立体照明６１０を提供する光ファイバを有する従来技術のカニューレ６０６による照
明を示す。図６Ｂは、平面光ビーム６１１を放出することができる、本明細書中に記載さ
れる光ファイバデバイスを有するカニューレ６０７による照明を示す。
【００３１】
　図６Ｃは、光学スリット６６４を用いた、平面光ビームを提供する光ファイバデバイス
を含む例示的な光学スリットデバイス６６０の２つの図を示す。光学スリットデバイス６
６０は、エンドキャップ６６２内に位置する光学スリット６６４を含む。図６Ｃの光学ス
リットデバイス６６０の側面図は、クラッド６６６内に収容されたコア６６８を含む光フ
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ァイバ６８６を示す。光ファイバ６８６のコア６６８の直径は、約５ミクロン～１２５ミ
クロン、又は約１０ミクロン～１００ミクロン、又は約２０ミクロン～７５ミクロン、並
びに／又はより大きな寸法及びより小さな寸法の両方である他の適切な寸法であり得る。
光ファイバ６８６のコア６６８は、ガラス若しくはプラスチック繊維又は光を伝播させる
他の好適な材料から作製することができる。クラッド６６６は、通常、コアの屈折率より
も低い屈折率を有する誘電体材料を含む。コア６６８を取り囲むクラッド６６６の厚さは
、約５０ミクロン～２００ミクロン、又は約７５ミクロン～１５０ミクロン、又は約７５
ミクロン～１００ミクロン、並びに／又はより大きな寸法及びより小さな寸法の両方であ
る他の適切な寸法であり得る。光学スリットデバイス６６０は、アニオン系結合剤により
光ファイバ６８６に固定的に結合され得る。光学スリット６６４は、通常、光ファイバ６
８６のコア６６８の直径よりも小さいｘ寸法（長さ）を有し得る。即ち、光学スリット６
６４のｘ寸法は、約４ミクロン～１２４ミクロン、又は約１０ミクロン～１００ミクロン
、又は約２０ミクロン～７５ミクロン、並びに／又はより大きな寸法及びより小さな寸法
の両方である他の適切な寸法であり得る。光学スリット６６４のｙ寸法（高さ）は、約５
ミクロン～１００ミクロン、又は約１０ミクロン～７５ミクロン、又は約２０ミクロン～
５０ミクロン、並びに／又はより大きな寸法及びより小さな寸法の両方である他の適切な
寸法であり得る。エンドキャップ６６２は、例えば、エッチングされたシリコン、スパッ
タリングされた金、蒸着された白金、レーザ構造化ガラス、誘電体反射層を有するガラス
、又は任意の他の好適な材料から作製することができる。
【００３２】
　図６Ｄ及び図６Ｅは、ロッドレンズを用いた、平面光ビームを提供する例示的な光ファ
イバデバイスを示す。図６Ｄは、ロッドレンズ６７０を用いた、平面光ビームを提供する
光ファイバ６８６を含む光学レンズデバイス６８８の側面図である。光ファイバ６８６は
、光ファイバ６８６を完全に周方向に取り囲んでもよい光学レンズデバイスハウジング６
８４によって光学レンズデバイス６８８内に軸方向に配置され、保持されている。図６Ｃ
を参照して記載したように、光ファイバ６８６は、クラッド６６６内に収容されたコア６
６８を含んでもよい。この実施形態における光ファイバデバイス１５０の光学コア６６８
の直径は、約５ミクロン～７５ミクロン、又は約１０ミクロン～６５ミクロン、又は約２
０ミクロン～５０ミクロン、並びに／又はより大きな寸法及びより小さな寸法の両方であ
る他の適切な寸法であり得る。コア６６８を取り囲むクラッド６６６の厚さは、約５０ミ
クロン～２００ミクロン、又は約７２５ミクロン～１５０ミクロン、又は約７５０ミクロ
ン～１００ミクロン、並びに／又はより大きな寸法及びより小さな寸法の両方である他の
適切な寸法であり得る。この例示的実施形態では、コア６６８は、ＳＭＦ－２８（登録商
標）Ｕｌｔｒａ　Ｏｐｔｉｃａｌ　Ｆｉｂｅｒ（Ｃｏｒｎｉｎｇ，Ｉｎｃ．）などのガラ
ス繊維又は光を伝播させる他の好適な材料から作製されている。光ファイバ６８６及び光
学レンズデバイスハウジング６８４に加えて、光学レンズデバイス６８８は、光学ファイ
バ１５０の遠位端に垂直に配置されたロッドレンズ６７０を含む。ロッドレンズ６７０は
、ロッドレンズ端部６７２を有するロッド形状を有し、ロッドレンズ端部６７２において
、ロッドレンズ６７０は、約７５ミクロン～１５０ミクロン、又は約１００ミクロン～１
２５ミクロン、並びに／又はより大きな寸法及びより小さな寸法の両方である他の適切な
寸法であり得る直径を有する。ロッドレンズ６７０は、サファイアレンズ、又は例えば、
ポリカーボネート、様々なタイプのガラス、若しくは立方晶ジルコニアなどの水よりも大
幅に高い屈折率を有する任意の他の生体適合性透明材料であってもよく、光学レンズデバ
イスハウジング６８４内に配置され、例えば、２液エポキシ又は光硬化性エポキシなどの
適切な接着剤を用いて保持されてもよい。図６Ｄに付加的に示されるのは、ロッドレンズ
によって成形された平面光ビームを含む光路６７４である。
【００３３】
　図６Ｅは、図６Ｄに示される光学レンズデバイス６８８の例示的な斜視図である。図６
Ｅは、光学レンズデバイスハウジング６８４内に軸方向に配置された光ファイバ６８６を
示す。光学レンズデバイスハウジング６８４は、ロッドレンズ６７０が配置される２つの
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切欠６７８を含む。光学レンズデバイス６８８は、いくつかの実施形態では、光学レンズ
デバイスハウジング６８４と光ファイバ６８６との組み合わせを、光学レンズデバイスハ
ウジング６８４の遠位端に切欠を作成し、光学レンズデバイスハウジング６８４の遠位端
に接着剤を充填し、切欠内にロッドレンズを配置して構築することにより形成してもよい
。ロッドレンズ６７０の端部６７２は、その後、光学レンズデバイスハウジング６８４の
外部表面と面一になるように研磨され得る又はそうでなければ切り落とされ得る。
【００３４】
　図６Ｆは、光学スリットとボールレンズとの組み合わせを用いた、平面光ビームを提供
する例示的な光ファイバデバイス６９０を示す。この実施形態の光ファイバデバイス６９
０は、クラッド６６６によって囲まれたコア６６８を有する光ファイバ６８６、ボールレ
ンズ６８０と、光学シット（ｓｉｔ）デバイス６６０と、を含む、光学レンズデバイスハ
ウジング６８４を含む。前述の例示的実施形態と同様に、光ファイバ６８６の光学コア６
６８の直径は、約５ミクロン～１２５ミクロン、又は約１０ミクロン～１００ミクロン、
又は約２０ミクロン～７５ミクロン、並びに／又はより大きな寸法及びより小さな寸法の
両方である他の適切な寸法であり得る。光ファイバ６８６のコア６６８はガラス若しくは
プラスチック繊維又は他の好適な材料から作製することができる。コア６６８を取り囲む
クラッド６６６の厚さは、約５０ミクロン～２００ミクロン、又は約７５ミクロン～１５
０ミクロン、又は約７５ミクロン～１００ミクロン、並びに／又はより大きな寸法及びよ
り小さな寸法の両方である他の適切な寸法であり得る。光学スリットデバイス６６０は、
アニオン系結合剤により光ファイバ６８６に固定的に結合され得る。光学スリット６６４
は、通常、光ファイバ６８６のコア６６８の直径よりも小さいｘ寸法（長さ）を有し得る
。即ち、光学スリット６６４のｘ寸法は、約４ミクロン～１２４ミクロン、又は約１０ミ
クロン～１００ミクロン、又は約２０ミクロン～７５ミクロン、並びに／又はより大きな
寸法及びより小さな寸法の両方である他の適切な寸法であり得る。光学スリット６６４の
ｙ寸法（高さ）は、約５ミクロン～１００ミクロン、又は約１０ミクロン～７５ミクロン
、又は約２０ミクロン～５０ミクロン、並びに／又はより大きな寸法及びより小さな寸法
の両方である他の適切な寸法であり得る。ボールレンズ６８０は球形を含むサファイアレ
ンズであってもよく、直径が約１００ミクロン～５００ミクロン、又は約１５０ミクロン
～４５０ミクロン、又は約２００ミクロン～３５０ミクロン並びに／又はより大きな寸法
及びより小さな寸法の両方である他の適切な寸法であり得る。この例示的実施形態のボー
ルレンズ６８０は光ファイバ６８６からの光を分散させ、光は、その後、光学スリット６
６４によって平面へと集束される。平面照明プロファイルを有する光を提供するために、
本明細書中に例示したロッド及びボールレンズに加えて、他のレンズを、個々に又は組み
合わせて、光ファイバデバイスに使用してもよい。
【００３５】
　再度図５Ａ、図５Ｂ、図５Ｃ、図７及び図８を参照すると、光ファイバ１４０及び光フ
ァイバデバイス１５０はカニューレ１３０に結合することができる。図８に示されるよう
に、例えば、光ファイバ１４０及び光ファイバデバイス１５０はカニューレ１３０の内壁
１３１に結合されている。光ファイバ１４０及び／又は光ファイバデバイス１５０は、光
ファイバ１４０及び光ファイバデバイス１５０がカニューレ１３０に対して動かないよう
に固定的に結合することができる。接着剤、機械的構造及び／又はこれらの組み合わせを
含む任意の適切な結合を実施することができる。図５Ａ及び図５Ｂに示されるように、光
ファイバ１４０の遠位部１４６及び光ファイバデバイス１５０の遠位部１５６は、カニュ
ーレ１３０の遠位部１３６と整列させることができる。例えば、光ファイバ１４０の遠位
端１４７及び／又は光ファイバデバイス１５０の遠位端１５７はカニューレ１３０の遠位
端１３７と側方で整列させることができる。この点に関し、遠位端１３７、１４７、１５
７は同一平面上にあり得る。光ファイバ１４０及び光ファイバデバイス１５０は、カニュ
ーレ１３０がいずれの光１４２、１５２も妨げないように、カニューレ１３０に対して配
置することができる。
【００３６】
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　あるいは、及び図５Ｃを参照すると、光ファイバ１４０及び／又は光ファイバデバイス
１５０は、カニューレ１３０に可動的に結合することができる。例えば、光ファイバ１４
０及び光ファイバデバイス１５０はカニューレ１３０に対して移動可能であり得る。機械
的構造などの任意の適切な結合を実施することができる。光ファイバ１４０及び光ファイ
バデバイス１５０は、カニューレ１３０に対して選択的に側方に、方向５０２、５０４に
動くように構成されていてもよい。例えば、ユーザは、コントロール８１０又はコントロ
ール８１２（図７を参照）、手術用足踏スイッチ（図示せず）、又は手術コンソール１６
０（図１を参照）に組み込まれたコントロールなどの入力デバイス１８０（図２～図４を
参照）において入カを与えることができる。ユーザ入カに応答して光ファイバ１４０及び
光ファイバデバイス１５０が方向５０２、５０４に側方に移動するように、入力デバイス
１８０は照明デバイス１１０と通信する。したがって、光ファイバ１４０及び光ファイバ
デバイス１５０の遠位端１４７、１５７はそれぞれ、カニューレ１３０の遠位端１３７の
近位側に、カニューレ１３０の遠位端１３７の遠位側に、又はカニューレ１３０の遠位端
１３７と整列して配置され得る。ユーザは、光ファイバ１４０及び光ファイバデバイス１
５０を選択的に移動させることによって光１４２の発散角又は光１５２の照明の平面を制
御することができる。例えば、示されるように、光ファイバデバイス１５０は方向５０２
に側方に移動させることができ、カニューレ１３０の遠位端１３７は、したがって、光フ
ァイバデバイス１５０の遠位端１５７を越えて遠位に配置される。その結果、光１５２は
、光ファイバデバイス１５０の遠位端１５７とカニューレ１３０の遠位端１３７とが整列
されている場合とは異なる平面視野（例えば、１５２ａ、１５２ｂ、又は１５２ｃ）に光
を集束させるように配置され得る。
【００３７】
　光ファイバ１４０及び光ファイバデバイス１５０は、したがって、術野を照明するため
の光を出力するように構成された１つ以上の光源に結合されている。図２を参照すると、
光ファイバ１４０及び光ファイバデバイス１５０は、光源２１０に結合することができる
。光源２１０はポート１６４、１６６を含み得る。光源２１０によって出力された光は、
例えば、ビーム導波器によりポート１６４及び／又はポート１６６に選択的に導かれ得る
。例えば、ユーザは、例えば、入力デバイス１８０を介して、光源２１０がポート１６４
、１６６のうちのどちらに光を供給するかに基づき、光ファイバ１４０又は光ファイバデ
バイス１５０のうちのどちらが術野に光を伝送するかを選択することができる。代替とし
て、及び図３を参照すると、光ファイバデバイス１５０は光源２１０に結合することがで
き、光ファイバ１４０は光源２４０に結合することができる。光源２４０はポート２４４
に光を導くことができ、光源２１０はポート１６６に光を導くことができる。このような
実施形態では、ユーザは、入力デバイス１８０が受け取った、光源２１０、２４０のうち
のどちらが光を出力するかを選択するユーザ入カに基づき、光ファイバ１４０及び／又は
光ファイバデバイス１５０のうちのどちらが術野に光を伝送するかを選択してもよい。
【００３８】
　光源２１０及び／又は光源２４０は、スーパーコンティニュームレーザ源などのレーザ
源、白熱電球、ハロゲン電球、メタルハライド電球、キセノン電球、水銀蒸気電球、発光
ダイオード（ＬＥＤ）、他の適切な源及び／又はこれらの組み合わせを含み得る。例えば
、本明細書中に記載される光源２１０、２４０は、高輝度、広帯域及び／又は白色光を術
野に出力するように構成され得る。光源２１０、２４０は、可視光、赤外光、紫外（ＵＶ
）光等などの任意の適切な波長の光を出力するように構成され得る。光源２１０、２４０
は、光の焦点又は波長を変化させるように構成されたレンズ、ミラー、フィルタ及び／又
は格子（光学スリットなど）などの光学系と通信することができる。
【００３９】
　図４及び図７を参照すると、眼科用照明システム１００は光学リレー４００を含むこと
ができる。光学リレー４００は光源２１０と照明装置１１０との間に配置することができ
る。１つの光ファイバ４０２は光源２１０と光学リレー４００とに結合することができ、
光源２１０と光学リレー４００との間に延びて、光源２１０から光学リレー４００に光を
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伝送することができる。光ファイバ１４０及び光ファイバデバイス１５０は光学リレー４
００に結合することができ、光学リレー４００は、光ファイバ４０２によって伝送される
光を光ファイバ１４０又は光ファイバデバイス１５０に導くように構成することができる
。例えば、ユーザは、照明装置１１０のコントロール８１０又はコントロール８１２、手
術用足踏スイッチ（図示せず）、又は手術コンソール１６０に組み込まれたコントロール
などの入力デバイス１８０において入力を与えることができる。入力デバイス１８０は、
したがって、コンピューティングデバイス２００などにより光学リレー４００と通信する
。光学リレー４００は、スイッチ、バットカプラ、屈折率分布型（ＧＲＩＮ：ｇｒａｄｉ
ｅｎｔ　ｉｎｄｅｘ）レンズ、ロッドレンズ又はボールレンズなどのレンズ、ミラー、光
学スリット、フィルタ、及び／又は格子、他の適切な構成要素、及び／又はこれらの組み
合わせなどの光学系の任意の適切な組み合わせを含み得る。例えば、光学リレー４００の
スイッチは、ユーザ入カに応答して、光ファイバ１４０及び／又は光ファイバデバイス１
５０に光を選択的に導くように構成することができる。光ファイバ４０２と光学リレー４
００とを実装することで、光ファイバデバイス１５０によって眼内の異なる平面上に光を
有利に集束させることができる。
【００４０】
　光学リレー４００は、光ファイバ４０２、及び照明装置１１０のカニューレ１３０内を
含む、光源２１０と照明デバイス１００との間の任意の位置に配置することができる。図
７に示されるように、光学リレー４００は、照明装置１１０の本体１２０内に配置するこ
とができる。光ファイバ４０２は、光源２１０と本体１２０との間に延びることができ、
光ファイバ１４０及び光ファイバデバイス１５０は、本体１２０とカニューレ１３０との
間に延びることができる。
【００４１】
　図７及び図８を参照すると、照明装置１１０は、カニューレ１３０を選択的に曲げる、
角度を付ける、弓状に曲がる、湾曲する及び／又はそうでなければ非線形にさせるように
構成されたたわみ機構８００を含むことができる。例えば、カニューレ１３０は、関節運
動させることができる又はそうでなければ２つ以上の個々の構成要素で構成することがで
きる。カニューレの複数の個々の構成要素は、光ファイバ１４０及び光ファイバデバイス
１５０により出力された光を、カニューレ１３０の遠位部１３６の前に配置されていない
解剖学的構造を含む術野内の任意の所望の解剖学的構造に導くことができるように、カニ
ューレを少なくとも一時的にたわませることができる。例えば、カニューレ１３０は、患
者の眼の周囲を照明するために選択的にたわませることができる。遠位部１３６、近位部
１３７及び／又は遠位部１３６と近位部１３７との間のカニューレ１３０の任意の部分は
関節運動させる及び／又はたわませることができる。たわみ機構８００は、カニューレ１
３０内に配置された１つ、２つ、３つ、４つ、又は４つより多いプルワイヤ８０２に結合
することができる。たわみ機構８００は、１つ以上のプルワイヤ８０２を作動させてカニ
ューレ１３０を選択的にたわませるように構成されている任意の適切な構成要素を含むこ
とができる。プルワイヤ８０２がカニューレ１３０にもはや作用しなくなると、カニュー
レ１３０は線状形態に戻るように付勢され得る。たわみ機構８００は、本体１２０に結合
することができる及び／又は本体１２０内に配置することができる。ユーザは、本体１２
０のコントロール８１０、８１２を使用して、カニューレ１３０のたわみの方向及び程度
を含め、たわみ機構８００を制御することができる。
【００４２】
　図２、図３、図４、図７、及び図８を参照すると、眼科用照明システム１００は、治療
用光源２２０を含むことができる。治療用光源２２０は、レーザビーム伝送システムなど
の治療用ビーム伝送システム、光凝固システム、光線力学療法システム、網膜レーザ治療
システム、又は他の適切なシステムの一部であり得る。光ファイバ２２２は、治療用光源
２２０のポート２２４に結合することができる。光ファイバ２２２は、外科医により指示
されると、術野に治療用ビームを伝送することができる。
【００４３】
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　眼科用照明システム１００は、いくつかの実施形態では、内視鏡検査サブシステム２３
０も含むことができる。内視鏡検査サブシステム２３０は、術野を撮像するように構成す
ることができる。例えば、ユーザは、手術処置中、手術用顕微鏡を使用して術野を可視化
することができる。内視鏡検査サブシステム２３０は、手術を行っている眼の領域を、ユ
ーザがその領域を手術用顕微鏡でレンズを通して見ることができない場合に可視化するた
めに使用することができる。例えば、レンズは濁っている場合がある又は手術用顕微鏡の
光路が遮断されている場合がある。ユーザは、また、内視鏡検査サブシステム２３０を使
用して、手術用顕微鏡では見えないことのある眼の周囲を見ることができる。内視鏡ファ
イババンドル２３２は、ポート２３４において内視鏡検査サブシステム２３０に結合する
ことができる。内視鏡ファイババンドル２３２は、複数の個々のファイバ２３６を含むこ
とができる。内視鏡ファイババンドル２３２は、術野から反射された光を受け入れ、伝送
することができるとともに、受け入れた光に基づき画像を生成することができる。画像は
、内視鏡検査サブシステム２３０と通信するディスプレイデバイス１６８に出力すること
ができる。
【００４４】
　治療用光源２２０と対応付けられた光ファイバ２２２、及び内視鏡検査サブシステム２
３０と対応付けられた内視鏡ファイババンドル２３２は、照明デバイス１１０に結合する
ことができる。例えば、光ファイバ２２２及び内視鏡ファイババンドル２３２は、カニュ
ーレ１３０に結合することができ、カニューレ１３０内に配置することができる。接着剤
、機械的構造及び／又はこれらの組み合わせを含む任意の適切な固定又は可動カップリン
グを実装することができる。光ファイバ１４０の直径１４８、光ファイバデバイス１５０
の直径１５８、光ファイバ２２２の直径、及び内視鏡ファイババンドル２３２の直径は、
複数の光ファイバをカニューレ１３０の直径１３４内に配置するのを可能にすることがで
きる。複数の光ファイバを１つの照明デバイス１１０及びカニューレ１３０内に実装する
ことで、手術処置中にユーザが対話する構成要素の数、及び眼に入る構成要素の数を有利
に減少することができる。図７に示されるように、光ファイバ４０２、光ファイバ２２２
、及び内視鏡ファイババンドル２３２を含む含む導管８２０は、照明デバイス１１０と手
術コンソール１６０（図７には図示せず）との間に延びることができる。導管８２０は、
また、光ファイバ１４０及び光ファイバデバイス１５０を含むことができる。ユーザは、
照明装置１１０のコントロール８１０又はコントロール８１２、手術用足踏スイッチ（図
示せず）及び／又は手術コンソール１６０に組み込まれたコントロールなどの入力デバイ
ス１８０を使用して治療用光源２２０及び／又は内視鏡検査サブシステム２３０の送出を
制御することができる。
【００４５】
　図１、図２、図３及び図４を参照すると、光源２１０、光源２４０、治療用光源２２０
、内視鏡検査サブシステム２３０、プローブサブシステム１７２、及びコンピューティン
グデバイス２００は手術コンソール１６０に組み込むことができる。外科医は手術コンソ
ール１６０を用いて、眼科手術処置に関連する１つ以上のパラメータを制御することがで
きる。手術コンソール１１０の１つ以上の構成要素は、図１に示される基部ハウジング１
６２に結合することができる及び／又は基部ハウジング１６２内に配置することができる
。基部ハウジング１６２は、眼科手術処置中に患者の近傍に配置することができるように
可動とすることができる。基部ハウジング１６２は、眼科用照明システム１００の構成要
素間の通信を容易にする空気、光学、流体及び／又は電気供給線を含むことができる。
【００４６】
　コンピューティングデバイス２００は、入力デバイス１８０、光源２１０、光源２４０
、治療用光源２２０、内視鏡検査サブシステム２３０、プローブサブシステム１７２、及
びディスプレイデバイス１６８と通信することができる。コンピューティングデバイス２
００は、眼科用照明システム１００の構成要素に制御信号を伝送する及び／又は眼科用照
明システム１００の構成要素から入カ若しくは状態信号を受信するように構成することが
できる。例えば、コンピューティングデバイス２００は、光源２１０、２４０の作動及び
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停止、ポート１６４、１６６、２４４、２４６への光の伝送、光ファイバ１４０及び光フ
ァイバデバイス１５０による光の伝送、並びに光源２１０、２４０によって出力される光
の焦点、強度、波長及び／又は他の特性を制御することができる。この点に関し、光源２
１０、２４０はコンピューティングデバイス２００と電気通信することができる。コンピ
ューティングデバイス２００は、プロセッサ２０２を有する処理回路とメモリ２０４とを
含んでもよい。プロセッサ２０２は、眼科用照明システム１００の種々の構成要素を制御
するために、メモリ２０４に記憶されたものなどのコンピュータ命令を実行することがで
きる。プロセッサ２０２はターゲットデバイスコントローラ及び／又はマイクロプロセッ
サであり得る。半導体メモリ、ＲＡＭ、ＦＲＡＭ、又はフラッシュメモリなどのメモリ２
０４は、プロセッサ２０２とインタフェースすることができる。したがって、プロセッサ
２０２は、メモリ２０４に書き込むこと、及びメモリ２０４から読み取ることができると
ともに、メモリ２０４の管理に関連する他の一般的な機能を実施することができる。コン
ピューティングデバイス２０２の処理回路は、論理機能を実施することができる電源ピン
、入カピン、及び出力ピンを有する集積回路であり得る。
【００４７】
　コンピューティングデバイス２００は、眼科手術処置中に、システムの動作及び性能に
関するデータを表示するために、ディスプレイデバイス１６８にディスプレイデータを出
力することができる。ディスプレイデバイス１６８は、また、内視鏡検査サブシステム２
３０によって生成された画像を表示することができる。ディスプレイデバイス１６８は、
手術コンソール１６０に組み込まれた及び／又は手術用顕微鏡と通信するスタンドアロン
型デバイスであり得る。例えば、内視鏡検査サブシステム２３０によって生成された画像
は手術用顕微鏡の視野内にグラフィカルオーバレイとしてユーザに提供することができる
。
【００４８】
　プローブサブシステム１７２もまた、コンピューティングデバイス２００と電気通信す
ることができる。プローブサブシステム１７２は、プローブ１７０の動作を容易にする種
々の構成要素を含むことができる。ユーザは、術野内でプローブ１７０を使用し、１つ以
上の外科的手技を実施することができる。例えば、プローブ１７０は、切除プローブ、硝
子体切除プローブ、超音波水晶体乳化吸引プローブ、レーザプローブ、アブレーションプ
ローブ、真空プローブ、フラッシングプローブ、鋏、鉗子、吸引デバイス及び／又は他の
適切な手術デバイスであり得る。プローブ１７０は、プローブサブシステム１７２と機械
、電気、空気、流体及び／又は他の適切な通信が可能である。
【００４９】
　入力デバイス１８０は、コンピューティングデバイス２００と通信することができる。
入力デバイス１８０は、光ファイバ１４０及び光ファイバデバイス１５０のうちのどちら
が術野を照明するための光を伝送するか、光ファイバ１４０及び光ファイバデバイス１５
０を選択的に動かすこと、光源２１０、２４０及び／又は本明細書中に記載される他の特
徴を作動／停止することを含め、ユーザが眼科用照明システム１００を制御可能であるよ
うに構成することができる。入力デバイス１８０は、種々のオン／オフスイッチ、ボタン
、トグル、ホイール、デジタルコントロール、タッチスクリーンコントロール、又は他の
ユーザインタフェースコンポーネントのいずれを含むこともできる。入力デバイス１８０
は、手術コンソール１６０及び／又は照明装置１１０上に一体的に配置することができる
。例えば、入力デバイス１８０は、照明装置１１０の１つ以上のコントロール８１０、８
２０とすることができる、又は入力デバイス１６２は、非限定的な例として、手術用足踏
スイッチ、リモートコントロールデバイス、タッチスクリーンコントロールデバイス及び
／又は別のコンピューティングデバイスなどの別個のコンポーネントとすることができる
。眼科用照明システム１００は複数の入力デバイス１８０を含むことができる。入力デバ
イス１８０は、受け取ったユーザ入カに基づき入力信号を生成し、伝送することができ、
コンピューティングデバイス２００は入力信号を受け取り、処理することができる。コン
ピューティングデバイス２００は、その後、制御信号を生成し、光源２１０、光源２４０
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、治療用光源２２０、内視鏡検査サブシステム２３０、プローブサブシステム１７２、及
びディスプレイデバイス１６８に伝送することができる。
【００５０】
　本明細書中に記載される実施形態は、平面視野照明を提供する光を含む異なる照明視野
プロファイルを有する光を使用して術野を照明する例示的なデバイス、システム、及び方
法を提供する。異なる照明視野プロファイルを有する光を出力するような寸法及び形状に
された複数の光ファイバを１つの照明デバイスに実装することができる。前述の記載は、
本開示の原理を単に示す。当業者であれば、本明細書中に明示的に記載又は図示しないも
のの、本開示の原理を具現化し、その趣旨及び範囲内に含まれる種々の配置構成を考案す
ることができることは理解されよう。更に、本明細書中に列挙した全ての例及び条件付き
の文言は、主に、本開示の原理及び当該技術分野の推進に本発明者が寄与する概念を読者
が理解するのを助けることを意図しており、そのような特に列挙した例及び条件に限定さ
れるものではないと解釈すべきである。更に、本開示の原理、態様、及び実施形態を詳述
する本明細書中のあらゆる記載並びにその特定の例は、その構造的及び機能的均等物の両
方を含むことを意図する。付加的に、そのような均等物は、現在既知の均等物と将来開発
される均等物の両方、即ち、構造を問わず、同一機能を実施する、開発されるあらゆる要
素を含むことを意図する。本開示の範囲は、したがって、本明細書中に図示及び記載され
る例示的実施形態に限定されることを意図するものではない。むしろ、本開示の範囲及び
趣旨は、添付の特許請求の範囲によって具現化される。以下の特許請求の範囲において、
用語「手段」が使用されない限り、特許請求の範囲で列挙されるいずれの特徴又は要素も
、米国特許法第１１２条第６項に準ずるミーンズプラスファンクションの制約と解釈すべ
きではない。

【図１】 【図２】
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